
○ 平成31年3月期第2四半期実績（対前年同期比較）

 ■ 水力発電量の増加による燃料費の減少 １２０　  ■ 平成30年北海道胆振東部 ４７　

地震による影響
 ■ 経営基盤強化による効率化 ４９　

　（資機材調達コストの低減、

　（創意工夫による工事工程の見直し　など）

 ■ 燃料費調整制度の影響による １０３　  ■ 燃料価格の上昇による燃料費の増加 １２４　

　 売上高の増加

 ■ 販売電力量の減少による燃料費の減少 ５６　  ■ 販売電力量の減少による売上高の減少 ６７　

 ■ 支払利息の減少（金利の低下） １２　

 ■ その他 ３４　

※３０年北海道胆振東部地震による影響を除く。

 ■ 経常利益の好転 １３６　  ■ 法人税等の増加 １６　

 ■ 渇水準備金の引当・取り崩し ２４　

 ■ 特別損失の計上 ４２　
　（平成30年北海道胆振東部地震による

　設備の復旧費用等）

（億円）

当社単独決算における経常利益・四半期純利益の変動要因

（億円）

好　転　要　因 悪　化　要　因

差し引き　１３６億円　好転

※「販売電力量の減少による燃料費の減少」および「販売電力量の減少による売上高の減少」は、平成

好　転　要　因 悪　化　要　因

差し引き　５２億円　好転

【経常利益の変動要因】

【四半期純利益の変動要因】

参 考 １

・節電にご協力頂いたこと等による収入の減少など 9

・石油火力発電所等の焚き増しなど 38

・発電設備に係る定期検査規模の差

・固定資産除却費の減少 など

（億円）

売 上 高 ３,３８１ ３,２９６ ８５

営 業 利 益 ２２１ ９９ １２１

経 常 利 益 １６６ ３０ １３６

四 半 期 純 利 益 ９１ ３９ ５２

増　減

実　績　① 実　績　② ①－②
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